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( 1 ) 拙稿「実践的判断力の政治：カント政治思想の統一的解釈のために」(一)〜(三)・完、
『法学論叢』、177 巻 4・5 号〜178 巻 1 号、2015 年。
( 2 ) 例えば H. Arendt, Lectures on Kant’s Political Philosophy, The University of Chicago
Press, 1992 (浜田監訳『カント政治哲学の講義』、法政大学出版局、一九八七年) ; ハン
ナ・アーレント「文化の危機：その社会的、政治的意義」、引田・齋藤訳『過去と未来の
間』、みすず書房、一九九四年 ; E. Vollrath, Kants Kritik der Urteilskraft als Grundlegung
einer Theorie des Politischen, in : G. Funke (Hrsg.), Akten des 4. Internationalen Kant-
Kongresses Mainz 1974 Teil II. 2 : Sektionen, Walter de Gruyter, 1974 ; Ders., Die
Rekonstruktion der politischen Urteilskraft, Klett, 1977 ; Ders.,Was ist das Politische? : Eine
Theorie des Politischen und seiner Wahrnehmung, Verlag Königshausen & Neumann
GmbH, 2003 ; ロナルド・ベイナー、『政治的判断力』、浜田監訳、法政大学出版局、一九八
七年。また cf. R. Beiner, Hannah Arendt on Judging, in : Arendt, Lectures, pp. 89-156 ; Ders.,
Introduction, in : R. Beiner and J. Nedelsky (Ed.), Judgment, Imagination, and Politics :
Themes from Kant and Arendt, Rowman & Littlefield Publischers, Inc., 2001 ; R. J. Dostal,
Judging Human Action : Arendtʼs Appropriation of Kant, in Ibid., pp. 139-164. 2001.
そして例えばArendt, Lecturesが見いだそうとするカントの政治哲学とは、カント自身
はもはやそれを仕上げる能力がなくなった頃、ようやくカントが気がついたものである

































( 3 ) 歴史哲学の位置づけに関する問題については稿を改めて論じたい。L. Ypi, Natura dead-
ala rerum? : On the justification of historical progress in Kantʼs guarantee of perpetual
peace,Kantian Review, 14, 2010, pp. 118-48 は、カントの歴史哲学の「行為者中心的」解釈
を通じて、『判断力批判』における「目的論的判断力」を、『永遠平和論』に見られるカン
トの「政治」概念と結びつけている。
( 4 ) 拙稿「カント政治哲学における反省的判断力の意義：自然との類比」(一)〜(二)・完、
『法学論叢』、179 巻 4 号、180 巻 1 号、2016 年。特殊的な自然の把握の成果は、単に「類
比」として理想の描出に用いられるだけでなく、自然の現状の事実そのものが「政治」に
おいて生かされる。












( 5 ) 世界知に関する人間学・地理学が、カントの政治思想においてもつ意義については、十
分に検討されてきたとは言えない。カントの人間学に関する論文集 (B. Jacobs and P. Kain






な関係を示した論文 (A. Wood, Kant and the Problem of Human Nature) はあり、その他
にもアリストテレス的実践哲学・徳倫理学とカントの『人間学』との親和性についての言
及も現れつつある (本稿「四」の注参照)。
同様にカントの地理学に関する論文集 (S. Elden and E.Mendieta (Ed.), Reading Kantʼs
Geography, State University of New York Press, 2011) でも、カントの地理学が研究史上
軽視されてきた旨が序言で述べられている (pp. 3-4)。政治思想に関連するものとしては、
例えば、カント法論の所有権論と地理学との関係 (J. Edwards, “The Unity of All Places
on the Face of the Earth” : Original Community, Acquisition, and Universal Will in Kantʼs
Doctrine of Right, in Ibid.) や、公法などの道徳的・政治的原理の適用と地理学ないし人種
論との関係を考察する論考 (P. Kleingeld, Kantʼs Second Thoughts on Race, Philosophical
Quarterly, 57, 2007, pp. 573-92) などが見出される。また O. OʼNeill, Orientation in

































( 6 ) 前掲拙稿「実践的判断力の政治」参照。カントの「政治」概念を、理念的な国家を目指
す動態的な移行の実践として把握する (E. Ellis,Kantʼs Politics : Provisional Theory for an
Uncertain World, New Heaven and London : Yale University Press, 2005, V. Gerhardt,
Ausübende Rechtlehre : Kants Begriff der Politik, in : G. Schönrich und Y. Kato (Hrsg.),
Kant in der Diskussion der Moderne, Suhrkamp, 1997, S. 464-488 (「実地の法論：カントの
政治概念」、坂部ほか編『カント現代の論争に生きる・下』、293-326 頁) ; U. Sassenbach,
Der Begriff des Politischen bei Immanuel Kant, Würzburg : Königshausen & Neumann,
1992 ; E. Nelson, Moral and Political Prudence in Kant, International Philosophical
Quarterly, 44 (3), 2004, pp. 305-319, 等。



















































( 7 ) ｢道徳家を装う政治家たちは、法に反した国家原理を言い繕い、理性の命じるままに理
念に従って善をなすことができないのが人間の本性であるとの口実の下に、彼らの力の及
ぶ限り、改善を不可能なものとし、法の違反を永遠化するのである」(VIII373)。
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( 9 ) また、講義が必要な理由については「人間学」だけでなく「地理学」についても同様で
あろう (H. Wilson, The Pragmatic Use of Kantʼs Physical Geography Lectures, in Reading
Kantʼs Geography, p. 162)。
(10) 例えば『自然地理学』序論では「地球の表面全体という拡張された概念」という「前
提」を持たない人は、新聞を読んだ時、それをどう「利用」したらいいか分からないとい
う例が登場する (§ 4, IX163)。これに対して、「良識」［健全な人間悟性］を研ぎすませ
るためには「地理学」が必要である。というのも良識は経験によって研ぎすまされ拡張さ
れるが (§ 4, IX163)、その経験を拡張するには準備・前提が必要だからである。





























間学』の複雑な起源については、W. Stark, Historical Note and Interpretive Questions
























































































































(14) B. Fritscher, Kant und Werner. Zum Problem einer Geschichte der Natur und zum











けられる」(Prol., § 23, IV306)。









































































ての「原因」を説明している (Wilson, Ibid., p. 163)。
↗(22) Wilson, Ibid. によると、「自然地理学」は、学生たちが神に安易に頼ることなく、個別




























のであり (p. 163)、このような意味で「実用的」で、非常に役立つものである (Ibid., p.
171)。ま た、J. A. May, Kantʼs Concept of Geography and Its Relation to Recent






の分類については、Kleingeld, Ibid. ; R. Louden, Kantʼs Human Being : Essays on His
Theory of Human Nature, Oxford University Press, 2011, p. 194参照。また、これと関連す
る諸論点に関しては、Louden, Ibid. ; W.Mignolo, The Darker Side of the Enlightenment : A
De-Colonial Reading of Kantʼs Geography, in Reading Kantʼs Geography ; D. Morris, The
Place of the Organism in Kantian Philosophy : Geography, Teleology, and the Limits of
Philosophy, in Ibid. また、この問題と関連の深い「カントとコロニアリズム」というテー
マに関する議論の現状については、K. Flikschuh and L. Ypi (Eds.), Kant and Colonialism,

































が指摘される (Louden, Ibid., pp. 132-133)。




































































(27) May, Ibid., p. 72=一〇九頁。









































































































































































「自然の賢明な配慮」である (§ 31, VII175f.) という話題は、『判断力批
判』にも登場した (V380)。また人間の「衝動」は、「個体の維持」・「種
の保存」のためにあり、「世界統治者」が「高次の理性」によって肉体的






(30) 人種論は『自然地理学』の体系をより深めたものであると指摘される。Louden, Ibid., p.
132-3 ; May, Ibid., pp. 63-4=97 頁．




ための「自然の賢明さ」によるものだとされる (§ 87, VII276)。こうし
た説明は『判断力批判』における有機体の自己保存に関する言及と重なる。
他にも生命力を活気づけるため、という観点から、人間的現象を把握して


























H. Wilson, Kantʼs Integration of Morality and Anthropology, Kant-Studien, 88, 1997 ; Wood,
Ibid., p. 45.
↗(33) カントの「自然史」の重要性について、E・カッシーラー、『カントの生涯と学説』、門




































































(34) ｢人種」の「変容種」として「国民品種」 Volksschlag が挙げられている箇所
(VIII164ff.) もあるが、「人種」と「国民」との関係については慎重に検討される必要があ
る (Louden, Ibid., p. 156)。
























































(35) cf. R. Sullivan, The Influence of Kantʼs Anthropology on His Moral Theory, in, The
Review of Metaphysics, XLIX-1 Sep. No. 193, 1995, pp. 77-94 ; Dostal, Ibid., § III.
(36) カントの政治思想における人間学の重要性に着目し、アリストテレスやアレントとの連
続性を指摘する議論もある。P. R. Frierson, Freedom and Anthropology in Kant’s Moral
Philosophy, Cambridge University Press, 2003, pp. 68-9 ; Sullivan, Ibil., § III ; Dostal, Ibid.,
§ III. ; V. Gerhardt, Vernunft und Urteilskraft : Politische Philosophie und Anthropologie im
Anschluß an Immanuel Kant und Hannah Arendt, in, M. P. Thompson (Ed.), John Locke
und/and Immanuel Kant, 1991, S. 316-333.




的意義」を持っている。他、アーレント、Vollrath、ベイナー、Dostal らの、本稿注 1 で
取り上げた諸文献においても同様である。
28 ( 28 )
区別されるべきものである。美学的判断は「単なる観察 (直観あるいは反






































(39) Arendt, Ibid., 9th Session.
(40) Dostal, Ibid., pp. 140-142 ; 川崎修、『アレント：公共性の復権』、講談社、二〇〇五、三
四一頁。
(41) Arendt, Ibid., pp. 74-75.
(42) M. Arnold, Die Harmonische Stimmung aufgeklärter Bürger : Zum Verhältnis von Politik
und Ästhetik in Immanuel Kants “Kritik der Urteilskraft,” in : Kant-Studien 94. Jahrg., S.




























(43) VII181f., 246f. ; V321.
(44) Z. B. V354 ; VII151ff. これは、K. Düsing, Beauty as the Transition from Nature to













編『カント全集』全 22 巻、岩波書店、1999-2006 年を参照したが、訳は
必ずしも邦訳に従っていない。
31( 31 )
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